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登録リスト（該当：99件）
  ≪  1  ≫
		写真	タイトル	説明	登録日
	1	[image: 別所線の車両デザイン2005/05/07]	別所線の車両デザイン2005/05/07	2005/05/07の記録。
私が上田に移り住んでから間もないころの2005年5月。赤坂上の別所線踏切で信号待ちになり、別所線の車両が通過していきました。それ自体は何の変哲もないものですが、現在の2024年からふり返ってみると、「あれ？このデザインの車両は今は走っていない」と気づき、逆に新鮮でした。このような知らず知らずの変容には古い写真を参照しないと気づけないものです。	2024-02-15
	2	[image: 【上田市の銭湯】銭湯の分布から見る地域の考察]	【上田市の銭湯】銭湯の分布から見る地域の考察	突然ですが、皆さんは銭湯に行ったことはありますか？

銭湯というと、富士山の壁画が描かれた、東京の大きな下町銭湯を思い浮かべる人が多いと思います。ここでいう銭湯とは、法律で定められた一般公衆浴場のことです。

ここ上田市にも、地域に根付いた街のお風呂屋さん、銭湯が2軒あります。ですが最盛期には、なんと24軒もの銭湯がありました。昔は市街地ではお風呂のある家庭は一般的ではなく、農村部のお百姓さんの家、どこかの大富豪の社長さんの家など、限られた家庭にしかありませんでした。そこで、「浴場業（銭湯）」という一つの業種が確立されたんですね。今回はこれまでの調査のまとめとして、「銭湯の分布から見る地域の考察」を題として、上田市の銭湯の現状とともに記していきます。

◎上田市の銭湯の現状

下に上	2024-02-12
	3	[image: 松平氏とゆかりのある上田のスポット]	松平氏とゆかりのある上田のスポット	　上田を治めた松平氏にゆかりのあるスポットを載せたマップを作製した。今まで紹介してきた記事に加え、4つのスポットをマップに加えた。
　信濃国分寺の三重塔修復で紹介した松平忠周であるが、彼は正徳2年（1712）5月に山家神社の社殿を、正徳4年（1714）8月には紺屋町八幡神社の社殿も修復している（ただ、どちらの修復も三重塔修復より前の時代になる）。上田に引っ越してきて間もない忠周は、古くから上田住民の心の拠り所となってきた上記の神社仏閣を修復することで、上田領民の信用・信頼を得ようとしたのではないか、と私は考える。加えて、これから先、領内で天災や大きな事件が起こらないように、と土着の神仏に願かけをする気持ちもあったと思う。
　山家神社であるが、額縁の『山家神社』という字は、上田最後の藩主で、知	2024-01-30
	4	[image: Excelで「生涯備忘録」のすすめ]	Excelで「生涯備忘録」のすすめ	生まれてからこれまでの間にいつ何があったか、どこへ行ったか、その頃何をしていたか、何を考えていたか、どう成長したかがシームレスにわかるといい。スマホで撮った画像やビデオやその時にゲットした資料なども紐づけできるといい。

仮に人生100年とすると日数は約36,500日。Excelでデータ作成すると、それがいとも簡単にコントロールできます。そんなことで「生涯備忘録」を作ってみました。誕生日を起算日とし１行＝１日で下方向に3万6千行のデータを作ります。カラムは任意で。一番の柱は年月日です。他は全部年月日の属性。
１行目に生誕日を入力。
２行目には数式 =一つ上のセル+1 を書きます。これで日付が１カウントアップします。このセルを下方向コピー(フィル)すると100年人生の日付入力が全て完了します。とても簡単です。
私	2023-12-20
	5	[image: 映画上映遅延の話（『西塩田広報』第６８号昭和２８年５月５日）]	映画上映遅延の話（『西塩田広報』第６８号昭和２８年５月５日）	映画館での上映時間が一時間ほど遅延したときの内容です。現代の映画で遅延する事はほとんどないし、遅延したとしても、記事になることはないので、当時の映画の貴重さ、珍しさを感じられる面白い内容でした。	2023-12-10
	6	[image: 西塩田中学校増築工事報告（『西塩田時報［戦後］』第26号（1949年5月20日）1頁）]	西塩田中学校増築工事報告（『西塩田時報［戦後］』第26号（1949年5月20日）1頁）	学校の工事の進行状況や工事費について書かれている記事。今の時代だと工事現場の付近に看板として表示されているようなものだが、この時代だと新聞の中で人々に知らせているのが珍しいと感じた。	2023-12-08
	7	[image: 税金について 『西塩田時報』第5号(1924年5月1日)2頁]	税金について 『西塩田時報』第5号(1924年5月1日)2頁	大正13年度の税額が決まったようで、その中で家畜税として犬一頭飼うごとに税金が課せられていた。他にも金庫税や倉庫税などがあり面白いと思いました。

▼この記事は以下から参照できます。
#26 『西塩田時報』第5号(1924年5月1日)2頁	2023-12-08
	8	[image: 御用心　空巣ねらい（『西塩田時報[戦後]』第15号（1948年5月25日）1頁）]	御用心　空巣ねらい（『西塩田時報[戦後]』第15号（1948年5月25日）1頁）	終戦後頻発していた空巣被害に対する注意喚起をしている。一般的な「空巣から家を守ろう」というメッセージだけでなく、「空巣をしないようにしよう」というメッセージが含まれていて当時の時代が反映されているところが面白い。	2023-12-08
	9	[image: 信州国分寺史跡公園の藤の花]	信州国分寺史跡公園の藤の花	毎年5月中旬に見頃を迎える藤の花。
明治13年に黒沢鷹次郎が南佐久郡の農家からカバンに入れて苗を運んだためカバンの藤と呼ばれています。
およそ500平方メートルの藤棚が設けられ、藤の花の名所として地元住民に親しまれています。
毎年見に行きますが、藤の花の壮大さに圧巻します。とてもおすすめの場所です。	2023-10-22
	10	[image: 解体された大屋駅]	解体された大屋駅	しなの鉄道の大屋駅が解体され建て直されます。5月1日に訪れた際にはまだ古い駅舎のまま残っていました。

★解体前の大屋駅 2023/05/01

この日7/21に訪れた時には完全に解体されていました。駅舎は完全に取り壊され、大屋駅建設を記録した石碑のみが残されています。駅舎部分の基礎工事が行われている段階でした。	2023-09-23
	11	[image: 白山神社]	白山神社	こちらの神社は住宅街の中に建っている。名前は白山神社となっているが、読み方に関しては「ハクサン」なのか「シラヤマ」なのかインターネット上では不明である。
詳しい情報をまとめたサイトも見当たらないため、創建された年は不明だが、2023年5月時点の建物は平成六年（1994年）四月に創建したものであると建物東側の壁に記されていた。（建設に携わった人の個人名が記されているため、本記事には掲載しておりません）また、鳥居も同年十一月に創建されている。
著者が掲載している他の神社よりも最近建てられた神社であるため、建物の状態はとても良いと言える。	2023-05-10
	12	[image: 須波三穂神社東の宮（スワミホジンジャヒガシノミヤ）]	須波三穂神社東の宮（スワミホジンジャヒガシノミヤ）	こちらの神社は、上田バイパスを「上田市緑ヶ丘」の信号で南に降りた先の右側に存在する。
須波三穂神社西の宮とは異なり、「神社人」という神社に関わることが記されているサイトに情報が記載されておらず（2023年5月現在）、創建された年は不明である。また、定礎が記されているものも埋め込まれていないため、改装された年なども不明だ。しかし、手水鉢に記されている名前が「絶主 柳澤○右衛門」（○の部分は読むことが出来ませんでした）と西の宮と同一であるため、1770年代には存在したのではないかと推測される。また常夜灯には寛政十年（1798年）と記されていた。
西の宮には存在した石のほこらは東の宮にはなく、代わりに大きな石が置かれていた。	2023-05-10
	13	[image: 大川美術館(群馬県桐生市)]	大川美術館(群馬県桐生市)	　桐生市の美術館と言えばここ！大川美術館は松本竣介氏・野田英夫氏の作品を軸にして様々な作品が展示されています。2023年5月現在では曽宮一念(Somiya Itinen)展が開催されています。桐生市を訪れた際は是非。
入館料：一般1000円　高大生600円　小中生300円

美術館　群馬県　桐生市　	2023-05-09
	14	[image: ５月初旬ごろの畑の様子]	５月初旬ごろの畑の様子	今回は長野大学周辺にある畑の一つを記録させていただきました。記録した理由は私の実家の地元にはあまりこういうものが見かけないからです。そして調査したところ５月段階でかなり成長しており収穫まで近いことが分かりました。	2023-04-27
	15	[image: 根津美術館]	根津美術館	表参道にある美術館で、東洋美術（特に青銅器や仏像）や日本美術の作品を多く所蔵しております。また、建物がとてもスタイリッシュで解放感のあるエントランスには驚きました。
初めて行った時は5月の中頃で尾形光琳の《燕子花図屏風》を鑑賞したのち、隣接している庭を散歩しました。庭の植物もとても青々としていて素敵だったのですが所々に石碑などがありこれも展示物みたいだなと思いました。
11月末に行った時には紅葉がとても綺麗でした。
作品だけでなく、庭も楽しみながら非日常感に満たされる美術館だと思います。	2023-02-18
	16	[image: 三吉米熊]	三吉米熊	三吉米熊は1860年、年長州長府藩士三吉慎蔵の長男として長門国（現在の山口県）豊浦郡長府村に生まれた。三吉米熊は自ら西ケ原蚕病試験場に行って研修するなど、積極的に技術・知識を習得し、その後、本格的に蚕糸業の指導にあたるようになり、県下各地の伝習所・講習所で講師を務めた。また、明治２２年から２４年まで２年間にわたり、フランスなどで視察・研修を行った。当時、蚕業教育の必要性を感じていた小県郡長中島精一は蚕業学校設立を提唱していたが、明治２５年３月の小県郡会で設立案が可決され、小県郡立蚕業学校（現・長野県上田東高等学校）が明治２５年５月に開校しました。外遊から帰国したばかりの三吉は、この蚕業学校に迎えられ、初代校長に就任した。

大正１４年に蚕糸教育の功績によって勲三等瑞宝章が授与され	2023-02-08
	17	[image: 西塩田時報から学ぶライフハック③]	西塩田時報から学ぶライフハック③	　西塩田時報には『家庭メモ』というコラムがあり、生活に役立つコツやレシピなどを紹介している。
　ここでは私が気になった記事を紹介していく。

～この記事で知ることができるライフハック一覧～
・玉ねぎを調理するとき、ぬるま湯の中で皮をむくと涙も出ないし、手にも臭みが残らない
・天ぷらの衣にはすりおろしたとろろ芋やベーキングパウダー、重曹を混ぜると軽くておいしい衣になる
・魚を焦がさずに焼くには、尾やヒレなどの焦げやすい部分に塩を塗ってから焼くとよい。また二をかぶせて焼くと熱が逃げないので、上手に焼ける
パンを薄く切るには包丁を熱い湯につけて温めてから切るときれいに切れる
・革物の汚れには揮発性のもので洗った後、コールドクリームか靴クリームを薄く塗る

今回は調理の知恵が多いです。天	2023-02-08
	18	[image: 上田映劇の歴史]	上田映劇の歴史	1917年に建てられたのが上田映劇の前身「上田劇場」です。当時一階には桟敷（さじき）と花道があり、回り舞台仕様歌舞伎座と同じような作りをしていました。長い歴史の中でDVDプレーヤーの普及などから客足が遠のき一度定期上演を終了するも、 2014年5月　上田映劇をメイン舞台とした「晴天の霹靂」が上映される。そして 2016年12月「映画の街上田」のシンボルとして再起動させていくために「上田映劇再起動プロジェクト」が開始され、 2017年4月　「上田映劇再起動準備会」として定期上演を再開した今もなお地元のひとの愛のおかげでシンボルとして立っているのだと感じた。	2023-02-01
	19	[image: 錦絵真田幸村勇戦之図]	錦絵真田幸村勇戦之図	慶長20年(1615)5月の大坂夏の陣における真田幸村の有名な奮戦ぶりを描いている。中央馬上が幸村、右にやはり馬上のその長男大助。幕末期の錦絵。 作者は歌川芳虎。芳虎は号を孟斎または一孟斎という。天保年間(1830年代)より明治にかけて活躍した浮世絵師で、武者絵を得意とした。	2023-02-01
	20	[image: 尺貫法からメートル法へ（1933）]	尺貫法からメートル法へ（1933）	　メートル法に関するプリントを、生徒の各家庭に配布したという記事である。この記事の翌年の1934年に、日本従来の尺貫法が廃止され、メートル法が取り入れられた。これまで使ってきた単位を、使わないようにしなければならないと考えると、当時の学生はとても苦労しただろう。教育において、使用する単位を変えるということはとても大変なことだ。

＃507　「西塩田時報」第114号（1933年5月1日）3頁
https://mmdb.net/mlab/uedagaku/pdf/nishishioda/ns07_101to120.pdf	2023-01-27
	21	[image: 皆勤賞（1928）]	皆勤賞（1928）	1928年の西塩田村の学校における、皆勤賞に関する記事である。この記事を見て、当時から学校を休まないことを表彰する文化があることが分かった。また、25％もの生徒が1年間皆勤賞というところを見て、現在よりもはるかに高い数値に驚いた。おそらく当時は、今よりも学校を休んではならないという風潮が強かったのであろう。もしくは、外で遊ぶことが多かったから体が強かったのだろうか。

＃234　「西塩田時報」第54号（1928年5月1日）2頁
https://mmdb.net/mlab/uedagaku/pdf/nishishioda/ns04_041to060.pdf	2023-01-27
	22	[image: 桑皮生産増強に就て(『西塩田村公報』第５号2項)]	桑皮生産増強に就て(『西塩田村公報』第５号2項)	桑皮生産の増強についての記事である。上田は桑栽培の適作地であったことから桑が多く栽培されていた。
蚕の餌として生産していたと考えていたが、戦時中は繊維資源としても生産していたようである。

また、「東亜共栄圏」という言葉が多く使われている。
日本政府がスローガンとして使っていただけでなく、日常でも「東亜共栄圏」という言葉が使われていたことが分かる。

▼この記事は以下から参照できます。
#928 『西塩田村公報』第5号(1942年5月22日)2頁	2023-01-25
	23	[image: 大東亜戦争完遂映画会(『西塩田村公報』第5号4項)]	大東亜戦争完遂映画会(『西塩田村公報』第5号4項)	農村でも映画会を開き、戦果を伝え、国民の団結力と忠誠心を強めていたと考えると、いかにマスメディアが戦争に利用されていたかが分かる。
上映されていたものはおそらく大本営の戦果発表だと思われる。そのアーカイブはNHKの戦争証言アーカイブス、戦時録音資料で参照できる。
この記事が書かれた当時(１９42年5月22日)は、日本軍が優勢であったとされる。アジア・太平洋戦争の転換期であるミッドウェー海戦はこの新聞が発行されて約2週間後に起こる。

NHK「戦争証言アーカイブ 戦時記録資料 勝利の記録」
https://www2.nhk.or.jp/archives/shogenarchives/sp/list.cgi?cat=kiroku
2023年1月25日閲覧

▼この記事は以下から参照できます。
#930 『西塩田村公	2023-01-25
	24	[image: プロジェクト研究　週ごとの報告集]	プロジェクト研究　週ごとの報告集	2022年度の研究における週ごとの報告をまとめました。
可能な限り、同じ週に投稿した動画も添付しておきます。


0510
5月9日は、それ以前の週で行った研究に際しての動画制作とその公開に関する記事をマイサイトに投稿しました。詳しくはそちらに記入してあります。
また私は16日のゼミには参加できないため、研究テーマのまとめ制作を少しずつ進める予定です。


0613
コメント遅れてすいません。
活動報告はマイサイトの方に投稿済みです。具体的には、動画1本投稿、各チャンネルの傾向をメモ等を行いました。現在は動画を投稿しつつタイトル、字幕、チャンネル名、概要などの英語対応化を進めています。 



0620
先週は動画を1本投稿し、今日マイサイトに報告を投稿しました。
https://d-commons.ne	2023-01-18
	25	[image: プロジェクト研究の足跡]	プロジェクト研究の足跡	プロジェクト研究の足跡を綴ってきたものをまとめました。

4月25日
前半はグループメンバーの共通項として、研究への取り組み方や考え方を共有しました。後半は、各自のプロジェクトの説明とそれに対する質問や問題意識の共有を行いました。ゼミ内で横のつながりが出来ることで、各自の持つ問題意識への様々な考え方が示され、非常に有意義なものとなったと感じました。今後は、自身のプロジェクトを進める中で頻繁に意見交換をすることで、より多角的な視点から研究していこうと考えています。

5月11日
大洗町における地域学習に関する記事の閲覧及び調査を行いました。また、大洗にフィールドワークに赴く際の調査事項などをまとめました。今後も活動を報告し合う事で様々な視点から調査を行っていきたいと考えています。

5月17日	2023-01-16
	26	[image: 家庭パンの作り方　『西塩田時報』第138号(1935年5月1日)3頁]	家庭パンの作り方　『西塩田時報』第138号(1935年5月1日)3頁	一般家庭向けの食パン、菓子パン用のフルーツジャムやクリームのレシピが掲載されている記事です。小麦粉、砂糖などの単位がグラムだけでなく匁（もんめ）でも書かれていたり、文体が現在と異なっている点に興味を惹かれました。一番気になったのは材料についてで、「家庭パンの作り方」とありますが、当時の一般家庭でバター等はどれぐらい貴重だったのか等想像が広がる記事でした。

▼この記事は以下から参照できます。
#615 『西塩田時報』第138号(1935年5月1日)3頁	2022-12-26
	27	[image: 米の節約！勝利の一歩(『西塩田時報』第１９８号１項)]	米の節約！勝利の一歩(『西塩田時報』第１９８号１項)	日中戦争時、東京などの都市だけでなく、地方でも節米運動が行なわれていたことが分かる記事である。白米ではなく、麺類や七分づき米、雑穀米を代用として食べるように書かれている。戦時中、栄養不足にならないために栄養豊富である雑穀米などを食べていたのだと考えていたが、日本の物資不足も要因の一つであったことが分かった。
また、「勝利への第一歩」という言葉から、国民の戦争意欲を高めようとしていることがうかがえる。戦時中という時代背景を強く実感できる記事のタイトルだと感じた。

▼この記事は以下から参照できます。
#879 『西塩田時報』第198号(1940年5月1日)1頁	2022-12-23
	28	[image: 日光東照宮]	日光東照宮	栃木県、日光東照宮へ。

人生で一度はいきたかった日光の紅葉。
秋になると写真で見ては遠いなと思っていたが空き時間ができたため見に行った。

観光客がとても多く賑わっていたが、
少し道を外れると静かに紅葉をみることができた。日光の紅葉はとにかく強い赤だった。

自身２回目の日光だったが、とても感動した。前回は５月で今回は１１月。
きせつによって感じ方は大きく違う。	2022-11-22
	29	[image: 土佐神社]	土佐神社	2022/02/27

高知県、土佐一宮　土佐神社へ。
ここ、土佐神社は１５７０年に長宗我部元親により再建されてる神社。国の重要文化財にも指定されている。

私は旅行に行くと調べることが２つある。
１つ目は山。その場所で有名な山を調べることは山好きあるある。
２つ目に寺社仏閣と教会。一見、寺社仏閣と教会は反対のように見えるかもしれない。しかし、私がこれらが好きなのは”時には人の心のよりどころ””時には願う場所”と人を惹きつけるという所になんともいえぬ魅力を感じているから。


実はこの土佐神社には個人的なエピソードがある。
マイサイトでも投稿したが５月に北海道に行ったときのこと。
私がいつも通り、御朱印帳に日記を書いているとCAさんに「御朱印やられているんですか？」と声をかけていただいた。御朱印帳	2022-11-22
	30	[image: 旧横田家住宅　歴史]	旧横田家住宅　歴史	横田家が現在地に移った時期は18世紀末。松代の中級武家住宅の典型的な間取り、構成を残しており1896年に国の重要文化財に指定されている。長屋門・一部2回誰の主屋・隠居屋・土蔵・庭園・庭に流れる泉水等を見ることが出来、江戸時代当時の暮らしが身近に感じることが出来る。

営業時間：4月から10月　9時～17時（入場16時30分まで）
　　　　　11月から3月　9時～16時30分（入場16時まで）
定休日　：12月29日～1月3日
入場料　：大人400円（300円）、小中学生100円（50円）
※象山記念館、旧横田家住宅2施設共通 / 大人600円（500円) （）内団体20人以上の料金
＊（ ）内は団体２０人以上の料金
　　　毎週土曜日と５月５日は小中学生無料
　　　９月第３月曜日と１１月３日はすべて無料	2022-10-30
	31	[image: 清水中学校とのミーティング]	清水中学校とのミーティング	6月9日に清水中学校とのミーティングに参加させて頂きました。清水中では私がこれから神川小で実施させようとしている「地域探検」を5月に行っており、デジタルマップを活用した学習を行いました。先生目線で良かった点や要望などお聞きすることができ、学習支援の参考になる事が多いミーティングだったなと感じました。	2022-07-25
	32	[image: 海野町レトロ写真館のお手伝い]	海野町レトロ写真館のお手伝い	5月9日から13日まで海野町商店街にて開催されていた「海野町レトロ写真館」のお手伝いをしました。海野町の昔の写真と現在の写真をスライドショーにして比較するのは面白いなと感じました。今後も地域のイベントに積極的に参加していきたいです。	2022-06-13
	33	[image: 西部地域デジタルマップ冊子配布とデジタル写真展の振り返り]	西部地域デジタルマップ冊子配布とデジタル写真展の振り返り	3月から5月の中で行った、西部地域デジタルマップ冊子配布と西部地域デジタル写真展の振り返りをし、そこで感じたことや課題点などをまとめました。	2022-06-13
	34	[image: 北海道③　小樽　堤防]	北海道③　小樽　堤防	写真は小樽運河近くの堤防。

船は海上保安庁の船。

幼少期、「海猿」が大好きで海上保安官になりたかった

ことを思い出す。






（ここから書く文は5月17日　日記より）


堤防では、三人の男性が釣りをしていた。




会話を聞いていると、

どうやらこの堤防で初めて会ったみたい。




ふと、クーラーボックスを見てみると

一匹も魚は釣れていない。




自分も福岡でよく釣りをしていたが、

魚がつれないことは非常につまらない。




しかし、

小樽の空間・会話が彼らにとって

非常に心地のいいものだから

餌を食われた竿にまた餌をつけ、

また海に投げ入れるのかな。




同じ趣味の人とは話も合うし

自分もこのような時間をたくさん過ごせたらなぁ

と思った。	2022-06-12
	35	[image: 北海道①　（2022.05.17～2022.05.18）]	北海道①　（2022.05.17～2022.05.18）	2022年05月17日（火）

松本空港9時20分発の飛行機で北海道、新千歳空港へ。

この旅行はFDA（Fuji　Dream　Airline）のお得な飛行機プランを見つけ約1週間前に決まった弾丸旅行！

1歳以来の北海道ということもありテンションMAX。



今回の旅行から新たに始めたフライトログ（写真）を客室乗務員の方に渡して旅行がスタート。

一般的に客室乗務員はCA（Cabin Attendant）と呼ばれているがFDAのみFA（Flight　Attendant）と呼ばれているらしい。

飛行機の中からは日本アルプス、佐渡島、津軽半島などが確認できた。

飛行機を降りる際に、フライトログ帳を返却していただいた。

フライト中にFAさんと何度か会話をして「北海道旅行はほぼ初めて。」ということを知っていただいた。

そのこともあり、素敵な1ページ目のログ帳（写真）を書いていただい	2022-06-09
	36	[image: 前川ゼミ／海野町商店街思い出投影2022/05/09-13]	前川ゼミ／海野町商店街思い出投影2022/05/09-13	★海野町商店街思い出投影（スライドショー）　チラシ

前川ゼミでは5月9日～5月13日、海野町会館で掲記のイベントを実施しました。商店街は数十年の間にはその都市環境も変わり、商店も入れ替わり、人々も世代交代していきます。さらに海野町にはマンションが建ち、現在新たなマンションがさらに２棟建設中です。昔からある商店街が、新たな住民がより多く住む「まち」に変わっていきます。

学生の足立光紅(あたち みく)さんは、海野町のすや呉服店さんにあった古い写真をデジタル化し、さらに海野町商店街振興組合さんのご協力もいただいて、海野町商店街の今昔、商店街の記憶の可視化に取り組み、次のデジタルアーカイブサイトをネット公開しました。

★	2022-06-06
	37	[image: 海野町レトロ写真館の様子]	海野町レトロ写真館の様子	今回、5月9日(月)～5月13日(金)に実施された「海野町レトロ写真館」のお手伝いをしました。来場者も思っていた以上に来てくださり、多くの課題や改善点もありますが、このイベントに携わることができ、とてもいい機会となりました。	2022-05-30
	38	[image: 上田市の星空事情]	上田市の星空事情	上田市は標高が高く、空気も非常に澄んでおり、天体観測に非常に向いている。今は5月だが、冬場は特にオリオン座や冬の大三角を素人でもわかるくらいはっきりと観測することができる。写真は5月上旬の上田の星空を撮影した

…つもりなのだが、少々スマホでは限界があったようだ。
一応かなり熱心に拡大してみると、右の方と、真ん中の少し左下あたりに天体のようなものを確認できる。

肉眼ではもっと多くの星が見えるので、是非夜は空を見上げてみて欲しい。	2022-05-17
	39	[image: 松本城]	松本城	松本といってまず思い浮かべるのは国宝松本城だろう。
黒を基調とした外壁は美しく、戦国末期の日本最古である天守と平和な江戸時代初期の優雅な櫓とにより造られている。
その姿は季節によって変化する。
今回撮影した5月には緑の木々と松本城との景色が美しかった。また、記憶に残る姿として2月には初の試みであるレーザーマッピングが行われ、地元民にも光輝く松本城という新たな一面をみせてくれた。	2022-05-10
	40	[image: 旧イトーヨーカドー]	旧イトーヨーカドー	(1～2枚目は2021年5月に、3～4枚目は2022年4月に撮影したもの)

かつてイトーヨーカドー長野店だった建物。
BF～5階まである大型の商業施設であり、食品売り場は勿論、衣服や玩具等の販売エリアや、ゲームセンターや映画館も存在していた。
私も小中高生の時に友人と訪れる機会が度々あり、5階に存在していたゲームセンターとレストランに足を運んだ記憶がある。

しかし、地元の人に惜しまれながらも、2020年6月に閉店が決定した。開業したのが1978年、実に42年間の営業であった。

2022年春に「綿半スーパーセンター権堂店」がオープン予定との事だが、現在はまだ改装の途中である。	2022-05-09
	41	[image: 軽井沢、５月に桜]	軽井沢、５月に桜	ゴールデンウィークにまだ桜が咲いている地域があります。軽井沢町もその一つ。軽井沢は標高1000メートル。上田は標高400メートルです。上田、小諸、軽井沢と標高が高くなるにつれ、例年、桜の満開の時期が１週間ずつずれていくことは経験的に知りました。5/1、軽井沢大賀ホールの桜は葉桜にはなっていますが、まだ咲いています。一段と寒い標高にあることを改めて実感します。	2022-05-07
	42	[image: 軽井沢大賀ホールでデュオリサイタル]	軽井沢大賀ホールでデュオリサイタル	5/1、ゴールデンウィーク中の日曜日の午後、軽井沢大賀ホールに神尾真由子・萩原麻未デュオ・リサイタルを聴きに行きました。神尾さんのリサイタルを聴くのは数年ぶり。前回も大賀ホールでです。

前半は次の２曲、シンディング／組曲『古い様式で』、グリーグ／『ヴァイオリンソナタ第３番』。それぞれ1889年、1887年の作曲。ともに初めて聴く作品。シンディングの曲を聴くのは初めてです。ほぼ同じ年代の作品というのも面白い。北欧らしいくすんだ感じの曲想の曲でなかなかによい。神尾さんの卓越した演奏で堪能しました。

後半の名曲集は何とも、です。『ヴォカリーズ』や『愛の挨拶』など。集客の意図からポピュラーな曲を集めたのでしょうが、もっと演奏者のよさが活かされる曲を聴きたかったという感想です。

長い間コロナ禍が	2022-05-07
	43	[image: 【5月9日(月)～13日(金)】海野町レトロ写真館]	【5月9日(月)～13日(金)】海野町レトロ写真館	昔の写真をスライドショーで上映する「海野町レトロ写真館」を開催します。

【日時】
5月9日（月）～5月13日（金）14：00～17：00
※お好きな時間に出入りできます。

【場所】
海野町会館1階

今回は、すや呉服店・海野町会館の方にご協力いただきました。
スライドショーで使用した写真は信州上田デジタルマップの「海野町レトロ写真館」に投稿してあるので、下記のリンクよりご覧ください。

また、昔の写真を自宅に所蔵している方がいらっしゃいましたら、信州上田デジタルマップへ投稿してみませんか？

興味のある方はチラシの連絡先にご連絡ください。
お待ちしております！


海野町レトロ写真館	2022-05-06
	44	[image: 新憲法とポツダム宣言]	新憲法とポツダム宣言	この記事ではこれまでの明治憲法を否定し、新しい日本国憲法を肯定してどのようなメリットがあるかを詳しく解説している。終戦を迎えてから2年後に刊行された記事であるが、国民にはあまり定着していなかったことがよく分かる。


『西塩田時報「戦後」』第5号（1947年5月20日）2頁より	2022-02-14
	45	[image: 上田映劇の歴史　平成以降]	上田映劇の歴史　平成以降	2011年3月9日　DVDプレーヤーなどの普及によるためか客足が徐々に減少していき、上田映劇は定期上演を終了してしまった。

2011年4月21日　TOHOシネマズ上田が開館。
2014年5月　上田映劇をメイン舞台とした「晴天の霹靂」が上映。
2016年12月　「映画の街上田」のシンボルとして再起動させていくために「上田映劇再起動プロジェクト」が開始された。
2017年4月　「上田映劇再起動準備会」として定期上演を再開した。
2021年12月　上田映劇をメイン舞台とした「浅草キッド」が上映。

　DVDプレーヤーの普及に伴って、映画を映画館で見るということが減少してしまい、上田映劇は一度定期上演を終了してしまった。しかし、現在も上田映劇として存続しているのは、市民からの愛がある事に加え、映画を見る場所ということに拘らず、歴史ある建物を活か	2022-02-13
	46	[image: まとめ]	まとめ	食生活に関する記事を探すことを主眼に置いて西塩田時報を最後まで読んでみたが、探していたジャンル以外の記事であっても、少し目を通してみると案外面白く感じる言い回しなどが見つかり、意外と楽しく読めた。

また、通して読んだことによる発見として、戦前の記事では栽培法や家畜の育て方についてのものが多く、レシピは漬物などシンプルなものばかりであったが、戦後の記事ではそれらに加えて多少凝ったレシピについての記事もみられるようになった。

それまでは日持ちさせるための工夫であったレシピが、時代とともにさらに幅広い食事を楽しむためのものに変化していったことの表れだろうか。

掲載されている中には現在でも食べられているようなレシピもあったが、当時の人々がみな、時報に掲載されているような十分な食事	2022-02-09
	47	[image: 六十里越街道を歩く]	六十里越街道を歩く	　2004年5月「六十里越街道を記録する会」矢野光夫氏一行と残雪の六十里越街道を歩きました。

　国道112号線の月山沢トンネル左手に作業道があり、この付近より旧街道が残っている。ここから手前はダムに水没しているので、街道の跡が現存しているのは椿沢が実質の起点になっていると言えよう。この道を５００ｍほど登ると一本木茶屋跡がある。	2022-02-03
	48	[image: 新憲法とポツダム宣言(『西塩田青年団報』第5号(1947年5月20日)2頁)]	新憲法とポツダム宣言(『西塩田青年団報』第5号(1947年5月20日)2頁)	明治憲法(大日本帝国憲法)が改正されたのは、憲法をポツダム宣言に沿う内容にしなくてはならなかったからだと主張している記事。改正後の憲法がポツダム宣言に準じているということを、実際にそれぞれの条文を比べることで示している。

日本を愛する人民として、新憲法とポツダム宣言は理解しておくべきだという主張が、当時の政治への意欲を表しているように感じた。	2022-01-27
	49	[image: 拔け切れぬ弊習　村議戰を顧みて(『西塩田青年団報』第5号(1947年5月20日)1頁)]	拔け切れぬ弊習　村議戰を顧みて(『西塩田青年団報』第5号(1947年5月20日)1頁)	記事発行以前に行われた村議員選挙において、それがいかに非民主的なものだったかということを痛烈に批判している記事。後ろ盾の無い民主団体や個人は不利な状態に立たされ、女性の候補者も一人も現れなかったという状況を、封建的なかつての選挙と変わらないと言っている。

戦前や戦時中ではこのような政治に対する批判は絶対にできなかったと思うので、自らの意見を自由に発信できる時代の訪れを感じた。	2022-01-27
	50	[image: 上田電鉄株式会社の沿革]	上田電鉄株式会社の沿革	・大正5年9月17日　丸子鉄道株式会社 設立
・大正9年1月5日　上田温泉軌道株式会社 設立
・昭和14年8月30日　商号変更 上田電鉄株式会社
・昭和18年10月21日　丸子鉄道株式会社と上田電鉄株式会社合併（商号 上田丸子電鉄株式会社）
・昭和44年5月31日　上田丸子電鉄株式会社を上田交通株式会社に商号変更
・昭和47年6年30日　城下駅を無人化
・昭和47年7月7日　中塩田駅を無人化
・昭和61年9月30日　上田原駅無人化
・平成17年10月3日　上田交通株式会社より分社 上田電鉄株式会社 設立


このように、上田電鉄株式会社は路線の縮小などにより会社規模を小さくしたり、子会社を合併したりと時代によって進化してきた。現在は東急グループの傘下に入っている。

[参考文献・写真]
上田電鉄株式会社ホームページ
https://www.uedadentetsu.com/	2022-01-27
	51	[image: 温泉の歴史]	温泉の歴史	別所温泉は1400年続く信州最古の温泉と言われており、歴史で確認できるのは825年(天長2)からで、人々の旅の疲れを癒やす憩いの場として各地に知られるようになったと考えられています。

1547(天文17)    大湯普請
1622(元和8)     大湯・玄斎湯・お茶屋が藩主湯治利用施設となる。
　　　　　　　　(湯治とは温泉宿に長期滞在して病気治療を行うこと)
1881(明治1)     年間宿泊・入浴客が2万2千2百人
1902(明治35)    別所温泉事務所開設。
1933(昭和8)     別所温泉協会創立。
1960(昭和32)    大湯改装工事
2008(平成20)    旧あいそめの湯が3月30日で撤退。
　　　　　　　　新あいそめの湯5月2日より開館営業。
2012(平成24)    足湯大湯薬師の湯完成。

　
そして別所温泉とその周辺には多くの「国宝」「重要文化財」級の文化遺産が残され、文化財の宝庫として全国	2022-01-26
	52	[image: 空池（からいけ）]	空池（からいけ）	空池は、1734年5月に西前山の庄屋児玉伝兵衛がため池を造る許可を上田藩に願い出たことで作られた。1737年2月14日から毎日5～600人、延べ10,167名もの人足が動員され、1ヶ月後の3月15日に完成し、翌3月16日に完成届（目録書）が上田藩に差し出された。
しかし、水が思うようにたまらず1736年4月14日から6日間、約600人の人足をかけ、1737年には2,240人の人足をかけて池の修繕をしたが、漏水が多く2～3年後には空池となってしまった。

現在は公民館と付近の畑が池の跡地である。


〈参考文献〉
信州上田　塩田の里
http://www.shiodanosato.jp/tameike/mukashi.php	2022-01-26
	53	[image: 壮行會]	壮行會	こちらの記事は小學校での行事を示した記事である。
今と少し異なるところが5月27日と3月10日に行われた行事だ。
5月27日には海軍記念日として登山を、3月10日には陸軍記念日として記念講話を行っている。これらはどちらも軍を重んじた行事であり、小學校からこのようなことが行われていたと言うことを生の資料から受け取ることができた。

記事はこちらから
https://mmdb.net/mlab/uedagaku/jpg/nishishioda/p0078.jpg	2022-01-25
	54	[image: 梅翁寺]	梅翁寺	このお寺は湯田中温泉の守護発展のために、1688年に薬師如来を本尊として別峯宗見(べっぽうそうけん)和尚様が来られて建てられた。境内にある手水舎(ちょうず)は龍をもした彫刻であり、その口からは温泉が流れる。
また平成22年5月8日に全国初となるお湯につかるお地蔵さん「延命湯けぶり地蔵尊」が建てられた。大きさは1メートルほどで、片足だけお湯につかることで温泉の持つ霊力を吸収しているとされておる。そのお地蔵さんの肩や腰などを湯に浸した白布でさすることによって温泉の持つ効用が伝わり、ぴんぴん・しゃんしゃんと元気になるとされるぴんしゃん地蔵手拭いと呼ばれる参拝が行われている。	2022-01-23
	55	[image: 山形のトーク番組『今日とは違う、世界がある。』]	山形のトーク番組『今日とは違う、世界がある。』	▲PDF：『トーク番組 今日とは違う、世界がある。』
　番組リスト 1997～2008年 第1回～第111回

レギュラー：吉村和文さん(当時はケーブルテレビ山形専務、現ダイバーシティメディア社長)
　　　　　　端山貢明さん(当時は東北芸術工科大学教授、後に名誉教授)

山形市のケーブルテレビ局「ケーブルテレビ山形」(現ダイバーシティメディア)が1997年から10年以上にわたり毎月当該番組を放送していました。吉村和文さんと端山貢明さんがレギュラー出演し、毎回多彩なゲストを迎えて地域課題について意見交換するという番組でした。

「現代社会と教育」「地方分権」「福祉と共生」など毎回硬派なテーマが取り上げられました。端山貢明さんは第1回(1997年9月)以来、1回も欠かすことなく第111回(2008年5月)まで連続出演し、毎回、コメンテートをしまし	2022-01-08
	56	[image: 信州上田学〜地域連携パートナー事業アグロフォレストリープロジェクト活動記録1]	信州上田学〜地域連携パートナー事業アグロフォレストリープロジェクト活動記録1	信州上田学〜地域連携パートナー事業アグロフォレストリープロジェクトでは、長野大学地域づくり総合センターと(一社)信州上田里山文化推進協会が連携して、SATOYAMAイニシアチブにもとづずいて、古くから自然と調和していきてきた先人の知恵を伝承し、次世代の若者が地域資源を活用して自らの力で未来を開いていくための人づくり、地域づくりを行っています。今年のアグロフォレストリープロジェクトには、地域の若者、移住者とともに、長野大学の学生が29名(福祉学部4名、企業情報学部1名、環境ツーリズム学部24名)が参加し、若者の視点で見た里山の魅力を絵地図にしました。
　持続可能な社会づくりに向けて、自然と調和してきた里山の暮らしを発信していく、SATOYAMAイニシアチブにもとづき、住んでいる人にはあたりまえすぎて気づかない魅	2022-01-05
	57	[image: 『衛星メモ』（『塩田田時報』第15号（1948年5月25日）1頁）]	『衛星メモ』（『塩田田時報』第15号（1948年5月25日）1頁）	本記事では家庭の雑学のようなものがいくつか取り上げられている。

現代なら検索すればすぐに得られるような知識であるが、当時の人々からはこういった豆知識のようなものが重要だったのかもしれない。

▼この記事は以下から参照できます。
#1015 『西塩田時報[戦後]』第15号(1948年5月25日)1頁	2021-12-14
	58	[image: さよなら「西塩田公報」過去の苦楽もまたなつかしい(『西塩田公報』第104号(1956年5月5日)4頁)]	さよなら「西塩田公報」過去の苦楽もまたなつかしい(『西塩田公報』第104号(1956年5月5日)4頁)	この記事は西塩田時報の最終刊の投稿である。
西塩田時報が地域で長く親しまれ人々に影響をどれだけ与えてきたのかが分かる内容だった。
西塩田時報がどれだけ優れた公報だったのか、どのような苦労や地域との関わりがあったのか読んでいてとても面白かった。
最終刊にあたり長く親しまれてきた公報が戦争を受けた言論統制以外での理由で廃刊を受けた人々の惜しい気持ちが当時の西塩田時報の立ち位置を示しているようで興味深かった。
▼この記事は以下から参照できます。
#1346 『西塩田公報』第104号(1956年5月5日)4頁	2021-12-14
	59	[image: かつての成人の願い（『西塩田時報』第78号(1930年5月1日)3頁）]	かつての成人の願い（『西塩田時報』第78号(1930年5月1日)3頁）	コラムを書いた筆者が、戦争の傷が残る子ども時代に見た大人の世界は、
生きるために血眼で戦う醜い世界。
そんな時代の先で彼が望んだのは、何か世の中の役に立つ人間になることだった。


生きるために戦うことの醜さを知らない現代の日本の大人たちは、
戦いの時代になったら、彼にとっての醜い大人になってしまうのだろうか。
私は世の中の役に立つ大人になりたいとは思うものの、そういう人にならない確証は無い。
なるべく避けたいものだなと思った。


現代では多分考えないだろうこの価値観が面白いと思った。


▼この記事は以下より参照できます
#337 『西塩田時報』第78号(1930年5月1日)3頁	2021-12-14
	60	[image: 鄕土出身將兵　慰問原稿募集！(『西塩田村公報』第8号(1943年5月5日)3頁)]	鄕土出身將兵　慰問原稿募集！(『西塩田村公報』第8号(1943年5月5日)3頁)	兵士への慰問品を募集している。
寫生畫は写生画、漫畫は漫画、寫眞は写真のことである。

兵士は人間であり、苦しい中戦っていたということを認識させられた。

この記事は以下から参照できます。
#939 『西塩田村公報』第8号(1943年5月5日)3頁	2021-12-14
	61	[image: 新學制の教科について（『西塩田時報[戦後]』第5号(1947年5月20日)3頁）]	新學制の教科について（『西塩田時報[戦後]』第5号(1947年5月20日)3頁）	この記事には学校で習う教科の変更について書かれている。ここでいう社会科が私たちの思うそれとは異なっている。ここでいう社会科とは「社会生活についての良識と性格とを学ぶこと」が目的になっていて、そのギャップが面白く感じた。

https://mmdb.net/mlab/uedagaku/jpg/nishishioda/p0991.jpg	2021-12-12
	62	[image: 菅平ダム]	菅平ダム	上田の降水量が少ないために、昭和41年から昭和43年にかけて建設されたダム。
菅平発電所もともに建設された。
あまり水が貯まっているようには見えなかったが、降水量が少ないからなのだろうか。
長野県公式HPによると、5月初旬ごろに満水になり、放流も運用開始から10数回程度しかしていないそう。
全国でもまれな利水ダムということで、発電や灌漑に使われている。	2021-12-01
	63	[image: 実家から]	実家から	一応地区コードに他県の欄が合ったので、テーマとの関連性も考えて実家からの写真を載せときます。5月の、しかも姉が撮りました。山に囲まれてて田んぼがあったら大体地元と似てます。	2021-11-15
	64	[image: ラーメン喜三郎　塩田店]	ラーメン喜三郎　塩田店	ラーメン喜三郎が2021年５月、塩田にオープンした。
看板メニューは豚ラーメン、モヤシとキャベツのたっぷり乗った脂身たっぷりの豚骨スープに太めの麺が絡み、満足感のある絶品のラーメンとなっている。
さらに、学生には豚ラーメン、豚骨醤油ラーメンが一律７００円のサービスを受けられるので学生には特に訪れてほしい店だ。	2021-10-27
	65	[image: りんごの実]	りんごの実	５月下旬。
まだ青く小さいですがりんごの実が生っていました。

もう少し実が大きくなると「摘果」という中心果（真ん中の実）だけ残し、周りの実を切り落とすという作業をします。	2021-10-05
	66	[image: りんごの花]	りんごの花	５月。
再び長沼地区を訪れるとりんごの花が咲いていました。

りんごの花は種類によって桃色や白など異なりますが、桜のように複数の花弁がまとまって咲くのが特徴的です。	2021-07-26
	67	[image: 上田の人物伝一覧(『上田市史』1940から)]	上田の人物伝一覧(『上田市史』1940から)	『上田市史・下巻(1940)』の「社寺古墳及人物誌／人物篇」をハイパーメディア化。（長野大学「マルチメディア論」2020/2021実習で分担作成）

人物01 真田昌幸
　真田一徳斎幸隆の第三子、天文十六年生る。
人物02 真田信之
　 真田昌幸の嫡男、永禄九年生る。母は寒松院三修氏、幼名を源三郎と言ふ。
人物04 真田幸村
　幸村は正幸の代二子、永禄十一年生ると云う。
人物05 仙石政俊
　先の小諸城主後上田城主たりし仙石忠政の	2021-07-21
	68	[image: 人物43　服部元戴]	人物43　服部元戴	上田藩士、義孚の二子。享和元年５月生る。名は義則、通称は半左衛門、元戴或は半斉と號す。(略)


『上田市史・下巻(1940)』1242頁を転載
（目次位置）
社寺古墳及人物誌
　人物篇	2021-07-19
	69	[image: 5月31日のゼミ]	5月31日のゼミ	この日のゼミでは、今まで触れたことが無かった「ツイッター(pcのブラウザで使用)」を使用してみた。
ゼミの時間でツイッターに触れた理由は、世界各国沢山の人が用いているツイッターの利便性を探求し、デジタルマップと比較しようと考えたからである。

本格的な運用にはまだ至っていないが、ツイッターはシンプルで扱いやすいという感想を抱いた。

まず、ツイートする際に投稿画面へ飛ぶ必要はなく、ホーム画面で投稿項目にアクセスできる点に目を引かれた。ツイートがスムーズかつ簡単に行うことが可能であり、非常に手軽である。
次に、ヘルプの項目、即ちマニュアルが充実している。少し見難い部分はあると感じたが、ハッシュタグやリツイートといった基本的な概念の説明や、フォローやリツイートの方法等の操作を確認すること	2021-06-04
	70	[image: 5月24日のゼミ]	5月24日のゼミ	今週は、先週に引き続き、デジタルマップの改善点を探るためにデジタルマップを巡り、不具合と思わしき箇所を発見した。

後半は、前回と同じように前川先生と開発者の方との打ち合わせをmeetで行った。
今回の打ち合わせでは、私の提案や指摘した部分に修正が入ったデジタルマップの改善案を見せていただいた。まだ実際改善後の状態を使用していないが、一見かなり使いやすいサイトに発展したという感想を抱いた。
マイサイトの色変更やプロフィール画像など、ユーザーの個性を示すことができる要素の追加には目から鱗だった。私は扱いやすくする事ばかり考えており、ユーザーが楽しめる要素は二の次に考えていたからである。
カスタマイズ性を追加すれば、楽しめるだけではなく、ユーザーのマイサイトへの愛着や拘りが現れるかもし	2021-05-29
	71	[image: 5月17日のゼミ]	5月17日のゼミ	5月17日のゼミは「信州上田デジタルマップ」の問題点を探った。全記事の表示が「全件表示」のボタンを押すという分かりにくい方法であること、子サイトから親サイトの戻り方等、問題点や解決案を考え文章化した。後半は、前川先生と信州上田デジタルマップに携わっている技術者の方との打ち合わせを行い、自身が発見した問題点と、その解決案の提示や、前川先生のご意見を拝聴した。

まだまだ利用者の立場として見ると、信州上田デジタルマップには改善できる点があるように思える。今後とも改善点を探していきたい。	2021-05-21
	72	[image: 上田城跡公園　遊歩道]	上田城跡公園　遊歩道	2021年5月5日
上田公園の遊歩道です。	2021-05-06
	73	[image: 百々川緑地]	百々川緑地	臥竜公園横を流れる百々川の河川敷につくられた緑地。
きれいに整備され、ゆっくりお散歩するにはちょうどいい。
写真にあるように、5月になると川岸を渡すように鯉のぼりが風に乗っている。夏は河川敷で花火があがる。	2021-05-04
	74	[image: [14/09/11]長村役場等の跡、山家神社]	[14/09/11]長村役場等の跡、山家神社	向畑遺跡から山家神社へ移動しました。山家神社へは過去にも訪れたことがあり、この時は一時休止しただけです。山家神社の駐車場が長村役場跡です。真田自治会による説明板のおかげで歴史がよくわかります。

2009年（平成21年）までここに旧役場庁舎があったことも驚きです。


長村役場・農協・駐在等の跡
　「長村」は明治９年５月大日向・横沢・真田・横尾４か村が合併して誕生した。
当初の役場庁舎は、明治元年の神仏分離令により廃寺となった白山寺の一部があてられていたが、ここに庁舎が新築されたのは明治３６年。昭和３３年に真田町に合併されるまで、改築を経て村政が執行された。
当時から長村の中心地として役場の他、農協や警察官駐在所などがあった。
旧役場庁舎は平成２１年に取り壊された。
　　　　　平成	2021-05-01
	75	[image: 農會欄(『西塩田村公報』第8号(1943年5月5日)2頁)]	農會欄(『西塩田村公報』第8号(1943年5月5日)2頁)	食糧増産のための優良種苗の育成などについての記事。

“本年の不順な氣候は全く未曾有のこと…”とあり気候が悪く食糧生産に懸念があることが示唆されている。

▼この記事は以下から参照できます。
#938 『西塩田村公報』第8号(1943年5月5日)2頁	2021-01-27
	76	[image: 五月の常會(『西塩田村公報』第8号(1943年5月5日)1頁)]	五月の常會(『西塩田村公報』第8号(1943年5月5日)1頁)	農繁期の食糧生産についての記事。

麥(むぎ)や甘藷(かんしょ＝さつまいも)の生産量を増やし、農家だけでなく皆で協力して食糧戦に勝とうという内容。

▼この記事は以下から参照できます。
#937 『西塩田村公報』第8号(1943年5月5日)1頁	2021-01-27
	77	[image: 小県郡城下村大字小牧全図(地籍図1890年)]	小県郡城下村大字小牧全図(地籍図1890年)	小県郡城下村大字小牧全図(上田市税務課所蔵)
調製 1890年(明治23年)5月
縮尺 3,000分の1
サイズ：Ａ１版より小さい(Ａ１版の台紙に貼付されている)

城下村大字小牧(地籍図作成当時、現上田市小牧)の「地籍図」を基に作成した地図。

図版は上田市税務課所蔵の当該地籍図の複写図版を合成し作成したものである。
（データ編纂：長野大学前川研究室）

★小県郡上田町全図(PDF)1.2MB
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★小県郡上田町全図(高精細JPEG画像)18420×13080ピクセル 115MB

[image: ]	2021-01-11
	78	[image: 私の『西塩田時報』面白記事ピックアップ①]	私の『西塩田時報』面白記事ピックアップ①	『部落ニュース（昭和12年5月7日）』通しp727～728
私が面白いと思ったのは『部落ニュース（昭和12年5月7日）』だ。部落ごとのあらゆる事柄が記録されている。現在でいう町内会単位での出来事が書かれていることにたいへん驚いた。というのも、決定事項や行事に関する事柄についての記録は現在であれば町内会・自治会で共有される枠を超えることは少ないからである。そういった比較的クローズドな記録が西塩田全域で共有されていることに、地域ネットワークとしての西塩田時報の範囲の広さを感じた。また、昭和12年（1937年）当時は戦時下ということで、女性の連帯組織の活動がたいへん多かったのだと分かる。「倉野」の欄には、「女子消防組」や「パン講習」の記録がある。いずれも戦時下での空襲対策や食糧確保の一環としての講習会であろ	2021-01-10
	79	[image: 太平洋戦争における上田地域の状況]	太平洋戦争における上田地域の状況	上田地域は上田合戦や太平洋戦争など数々の戦いに関わっているが、とりわけ日本の総力を挙げて戦った太平洋戦争では様々なモノ・事・人に影響が出ている。そのような状況を上田地域ではどのようであったのか調査したいと思う。どんな生活だったのか、行政は何をしていたのかなど見ていき当時の戦争を考えていきたい。ネット情報や「西塩田時報」のような資料、国会図書館デジタルコレクション、上田市立公文書館などで戦争に関する資料(農業や徴兵、訓示など)を調べる予定。

「西塩田時報」を中心に調べた結果。
農會欄(『西塩田村公報』第1号(1941年3月30日)2頁)
農會欄(『西塩田村公報』第3号(1942年2月15日)2頁)
	2020-12-21
	80	[image: 「西塩田時報」第104号(1956年5月5日)]	「西塩田時報」第104号(1956年5月5日)	西塩田時報が廃刊になる最後の刊の、最後のページである。
筆者目線から時報や広報が残ることの意味を考えていて、興味深いものだと思う。	2020-12-14
	81	[image: 抜け切れぬ弊習　村議戦を顧みて (『西塩田時報[戦後]』第5号(1947年5月20日)1頁)]	抜け切れぬ弊習　村議戦を顧みて (『西塩田時報[戦後]』第5号(1947年5月20日)1頁)	この記事は、地方村初めての民主選挙の不完全性や不足点を列挙しているというものだ。この記事の面白い点は、歴史的な変遷の形を地方の目線から見ているということだ。

選挙制度の整備や選挙運動の問題といった改革直後の甘さを感じさせている点は面白く、また歴史的な目線でも学習になる。女性の候補者の問題も今にも名残を感じる課題として歴史を感じた。

こういった戦後の不安定な状況からいかにして立ち上がっていったのかここからの興味が尽きない素敵な記事である。
▼この記事は以下から参照できます。
#989 『西塩田時報[戦後]』第5号(1947年5月20日)1頁	2020-12-09
	82	[image: 『西塩田時報』Vol.2(戦後編1946～1956)ページごとの画像]	『西塩田時報』Vol.2(戦後編1946～1956)ページごとの画像	それぞれはJPG画像です。ダウンロードしてお使いください。
（『西塩田時報』全ての号のページごとの画像リンクHTML記述データはコチラ。）

#951 『西塩田青年団報』第1号(1946年8月25日)1頁
#952 『西塩田青年団報』第1号(1946年8月25日)2頁
#953 『西塩田青年団報』第1号(1946年8月25日)3頁
#954 『西塩田青年団報』第1号(1946年8月25日)4頁
#955 『西塩田青年団報』第2号(1946年9月20日)1頁
#956 『西塩田青年団報』第	2020-12-06
	83	[image: 『西塩田時報』Vol.1(2)(戦前編1933～1943)ページごとの画像]	『西塩田時報』Vol.1(2)(戦前編1933～1943)ページごとの画像	それぞれはJPG画像です。ダウンロードしてお使いください。
（『西塩田時報』全ての号のページごとの画像リンクHTML記述データはコチラ。）

#481 『西塩田時報』第110号(1933年1月1日)1頁
#482 『西塩田時報』第110号(1933年1月1日)2頁
#483 『西塩田時報』第110号(1933年1月1日)3頁
#484 『西塩田時報』第110号(1933年1月1日)4頁
#485 『西塩田時報』第110号(1933年1月1日)5頁
#486 『西塩田時報』第110号(1933年1月1日)6頁	2020-12-06
	84	[image: 『西塩田時報』Vol.1(1)(戦前編1923～1932)ページごとの画像]	『西塩田時報』Vol.1(1)(戦前編1923～1932)ページごとの画像	それぞれはJPG画像です。ダウンロードしてお使いください。
（『西塩田時報』全ての号のページごとの画像リンクHTML記述データはコチラ。）

#1 『西塩田時報』第1号(1923年7月1日)1頁
#2 『西塩田時報』第1号(1923年7月1日)2頁
#3 『西塩田時報』第1号(1923年7月1日)3頁
#4 『西塩田時報』第1号(1923年7月1日)4頁
#5 『西塩田時報』第2号(1923年9月1日)1頁
#6 『西塩田時報』第2号(1923年9月1日)2頁
#7 	2020-12-06
	85	[image: 上田城]	上田城	上田市に引っ越して間もない5月に上田城を訪れました。
上田城は真田幸村の父、真田昌幸によって築城され、徳川氏の軍勢を2度にわたって撃退したことで有名です。巨大な堀、城への入口の狭さなどの敵軍を寄せ付けない様々な工夫から、築城能力の高さがうかがえます。
私が上田城を訪れた時は春でしたので、木々には緑の葉が生い茂り、共に見る上田城はとても美しかったです。桜や紅葉の時期に行けばまた違った美しさがあると思うので、ぜひまた行きたいと思いました。	2020-10-04
	86	[image: 花ひろば]	花ひろば	愛知県南知多町にある観光農園。
南知多町は一年を通して温暖な気候なため、たくさんの花が咲いている。入場料はかかるが、花を摘むことができる。（基本10本、ひまわりは5本）7月下旬からメロン狩り、12月上旬から5月上旬からイチゴ狩りができる。
入場料は大人700円、小学生350円	2020-08-09
	87	[image: 佐久市の桃源郷]	佐久市の桃源郷	平尾山山麓に広がる桃の産地であり、佐久市平根地区の桃源郷とも呼ばれている。
5月初旬ごろにはピンク色の桃の花が咲き誇る。
遅摘みの桃として7月末ごろから出荷が始まり、鮮やかな色・豊満な味や香りには、紫外線が強く高冷地特有の気象条件が関係しているようだ。	2020-08-06
	88	[image: 2019年市制100周年を迎えた上田市は上水道から]	2019年市制100周年を迎えた上田市は上水道から	井戸の水質不良や度重なる伝染病の予防を目的に、上水道建設を可決した上田町であったが、国の補助金が得られず中断、蚕都の勢いもあり市制条件の3万人弱であったが内務省の認可を得て大正8年(1919年)5月1日上田市が誕生し、昨年100周年を迎えた。初代細川吉次郎市長の下3年超に及ぶ事業は大正12年(1923年)給水を開始。当時のろ過地を残す染屋浄水場は、昨年日本水大賞国際貢献賞受賞の中本信忠先生の生物浄化法発信のメッカとなりつつあります。	2020-07-26
	89	[image: 『菱野誌』第五章社寺]	『菱野誌』第五章社寺	平成4年5月31日刊	2020-07-21
	90	[image: 陽光眩しい海野町の夕刻]	陽光眩しい海野町の夕刻	2020年5月末。長く続いた新型コロナウィルスの自粛も徐々に解除されてきました。夕刻、太陽が低くなり、海野町商店街の真正面から陽光が射して眩しいのなんの。まちなかキャンパスも閉鎖されてから久しくなります。学生グループ数人が福昇亭に入っていく様子が見えました。長い間、学生たちも自粛のツラい生活を続けてきたのではないかと推察をします。

まだヒト気が少なかったこの時期、久しぶりにまちなかを訪れ、ほっとする思いがしました。	2020-06-28
	91	[image: 『上田老舗図鑑』(滝澤主税編)]	『上田老舗図鑑』(滝澤主税編)	
滝澤主税編『上田老舗図鑑』(2004年)
461頁／容量 73MB
本資料は著作権継承者の承諾を得てネット公開しています。
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★目次と奥付(抜粋・PDF)



＜主な収録史料＞
長野県地誌草案(1877 明治10)
上田街諸名家一覧表(1891 明治24)
上田市別所 田沢 沓掛　温泉 温泉電車案内並ニ塩尻 全図(1922 大正11)
上田市街宅地軽便地図(1924 大正13)
『信州民報』掲載上田の老舗( 1955 昭和30～)

＜奥付＞
上田老舗図鑑改訂版
編者　　滝澤主税
監修　　小山一平
発行　　長野県地名研究所
発行日　2004(平	2020-06-21
	92	[image: 田んぼ（グリーンパーク裏）　]	田んぼ（グリーンパーク裏）　	田んぼの水面に映る光がきれいだったので撮影。

田んぼに水が張られてから苗が育つまでの間にしか見られない風景。

場所・時間を変えて撮影してみるのも楽しそう。	2020-06-05
	93	[image: モネの池]	モネの池	この池はとても透明度が高く、泳いでいるさかながはっきりと見えるのでとても綺麗です。
5月～11月が一番の見ごろといわれています。	2020-06-05
	94	[image: 下之郷駅]	下之郷駅	上田電鉄別所線の有人駅。

2020年5月時点台風の影響で電車が通っているのは城下駅～別所温泉駅までですが（上田駅城下駅間はバスで中継しています）、ちょうど中間地点に存在する駅です。
有人駅は上田駅と別所温泉駅と当駅のみですので、各種運賃券の購入の際には知っておくと便利です。

駅を背にして右側には生島足島神社があります。駅ホームも神社を思わせるデザインの外装となっているんだとよく車内から見てはいましたが、駅に赴いてはじめて気付きました。	2020-05-25
	95	[image: 津嶋神社]	津嶋神社	朝日連峰山形鉄道麓の、田園に囲まれた神社です。祭神はスサノヲノミコトで、京都八坂神社より分霊を勧請されました。
5月に行われる長井黒獅子祭りに参加しています。	2020-05-25
	96	[image: 森林公園　自然の中]	森林公園　自然の中	四季折々の季節を楽しめる施設。宿泊やキャンプも行っている。団体の予約も可。レジャー施設はテニスやゴルフを利用できる。展望台があり上田市街を見渡せる良い景色があるが、展望台までの道のりは少し遠い。その道中も森林を楽しめるのでオススメ。2020年5月現在は台風のため営業を停止している。状況が変わり次第追記する予定。	2020-05-25
	97	[image: 行田公園]	行田公園	園内には四季折々に様々な花が咲き、特に見ごたえあるのは6月中旬から下旬にかけて満開になる花菖蒲です。
春には桜、初夏には花菖蒲、行田の沢清水（平成の名水百選）など、自然豊かな公園です。

撮影日はまだ5月下旬で緑が生い茂っていましたが、6月後半に咲く満開の花菖蒲は地域外からも人気です。

写真の緑の中にある小道のようなものは、花がいっぱいになると完璧な写真スポットにもなりますし、子どもたちもよく走り回って楽しんでいます。

家族連れが多く、子どもからお年寄りまで楽しむことができます。	2020-05-23
	98	[image: 朝日山観音]	朝日山観音	朝日山観音

受験生の合格祈願で有名な神社。
本尊は聖観音。
元々別の場所にあったが参道が危険過ぎて死者が出てしまうため昭和５７（１９８２）年に現在の場所に遷座。
5月1日と10月1日には祭典が行われる。

朝日山と旭山と二つ使い分けるが明確には分けられていない

この先の道を10分ほど歩くと旭山展望台と朝日山城後がある。	2020-05-23
	99	[image: 上田のまちなかにアズーリの旗]	上田のまちなかにアズーリの旗	2018年5月。上田のまちなかにアズーリの旗が立ち並んでいました。

ラグビーのイタリア代表が菅平をキャンプ地に選んでくれました。イタリア代表のチームカラーであるアズーリ色（そら色）が印象的です。日本のハリウッドとも呼ばれるほどに晴天率の高い上田にアズーリはピッタリです。2019年にはラグビーワールドカップが日本で開かれ、その時もイタリア代表は大活躍をしました。	2020-04-22
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